
アイシン機工株式会社
吉良工場

平成２５年度エネルギー管理優良事業者等
中部経済産業局長表彰受賞

工場空調凝縮水ドレン再利用による省エネ改善

①外気温が高くなる事でのコン

プレッサー吸い込み空気温度

上昇による効率悪化に伴う消費

電力増加

②冷却塔からの蒸発量増大による

補給水（工業用水）の増加

①凝縮水の冷熱で吸い込み空気

を冷却する事で、効率向上

②凝縮水を補給水として再利

用する事で、工業用水消費を

抑制

夏季の消費エネルギー削減 夏季約45MWHの

電力を削減

アイシン機工株式会社は、「品質至上」を経営理念に、各種自動車部品の専門メー

カーとして歩んできました。また地域と共に生き、豊かな自然環境を次世代へ伝

えることも重要な使命と考えてきました。

資源・エネルギー問題をはじめとする環境対応が大きな課題となっている現

在、一層の技術開発をすすめ、魅力ある商品を提供し続けることにより、真に

「お客様から信頼され、社会から歓迎される企業」を目指して、企業活動をす

すめていきます。そしてその上で新たな飛躍を追求し続けていきます。

製品
　オートマチックトランスミッション部品

受賞者の声

この度、中部経済産業局長表彰をいただき大変光栄です。

今回の受賞により、当工場での全員参加による一つひとつの地道

な省エネ活動・エネルギー管理活動が、社内だけでなく、大き

な社会貢献である事を再認識しさらなる活動への意欲につながっ

ています。

今後も、優れた環境性能を持つ製品づくり、優れたエネルギー

管理工場づくりを進めてまいります。

導入前の課題 導入後の効果



第１工場・第２工場内 全３７台の空調機から、ドレン水（凝縮水）を全量回収。大型コンプレッサーの吸入空気の

冷却、除湿の冷媒として再利用した後、空調冷凍機冷却塔に補給水として再々利用するシステムを構築。

凝縮水が発生している空調機内

工場内の凝縮水回収用配管 コンプレッサー吸込空気冷却コイル

冷温水発生機用冷却塔

エネルギー棟

エアー

工場 水蒸気

冷却塔

冷水発生機

リザーバー

タンク
ドライヤー コンプレッサ

冷房
冷熱

エネルギー

凝縮

排冷熱水（凝縮水）

蒸発

排冷熱
エネルギー
回収

冷熱 設備排熱

空調機 冷却塔

熱交換機

水の循環を利用し、

排冷熱エネルギー

を回収、再利用

ポイント

凝縮水を補給水として再利用し
ただけでなく、同時に大量に廃棄
されていた冷熱エネルギーも右記
のようなコンプレッサーの特性と
結び付ける事で、大きな省エネを
実現する事ができました。
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改善の効価

改善の内容

償却期間
但し，金利は含まず（Ａ／Ｂ）

改善の評価

改善に要した投資額
（Ａ）

改善による効果
（Ｂ）

１５，０００千円 ３．７５年４，０００千円／年

出典：一般財団法人 省エネルギーセンター 省エネルギー手帳







日本カラリング株式会社
本社工場

平成２５年度エネルギー管理優良事業者等
中部経済産業局長表彰受賞

ヒータ保温による電力削減

高温となるヒータ部の保温性が悪いため、

大きな放熱ロスがあることが懸念され

ていた。

放熱ロスの抑制 年間約235MWhの電力量削減

未来がもっと豊かな色で満たされるために。私たちはプラスチックを通じて、社会に貢献しています。私たち日本カラリングは『一流の

コンパウンダー』を目指して、プラスチックに様々な色や特性を与えています。多様化するニーズに応えどんな樹脂、どんな色にでも、

アグレッシブルにチャレンジ。世界に通用する品質を提供し、グローバルな視点で次世代に向け展開しています。

受賞者の声

製品紹介

保温材（材質：ロックウール）を巻き保温

を行った。それにより放熱ロスの抑制を

図った。

導入前の課題 導入後の効果

製品用途としては、自動車・家電製品・OA機器・

日用品があります。

私たちが手掛ける材料は、ABS樹脂をはじめ

PS,PP,PC,PBT,PA,PBTなど多岐にわたっています。

あらゆる着色はもちろん、プラスチックへの付加

価値を創造します。

今日では、ガラス繊維・炭素繊維・各フィラー

難燃剤・抗菌剤などをコンパウンドし、高機能

プラスチックの開発に取り組んでいます。

お客さまのニーズに合わせた
樹脂種と色を提供します。

お客さまに安全安心を
提供します。

当社では、省エネ法及び県条例に定める削減目標に対し全社を

挙げて省エネ活動を計画的に展開しています。ハード･ソフト面を

交えて様々な対策を実施してきました。活動を通して、最も重要

なことは個々の省エネ意識を向上させることだと再認識しました。

今回、局長表彰をいただき、これに満足せず今後も地球温暖化

防止の観点から、新たな視点で更なる改善を実施していきます。

表彰を受けている佐々木工場長

自動車部品

電気・電子部品



造粒工程において、押出機に設置された電熱ヒータで温度を上げ、押出機内で樹脂を溶融させている。押出機の

温度は、生産・品質確保のため、常に一定温度をキープさせておく必要がある。

【設備概要】

押出機ヒータ部が直接外気に触れるため、ヒータの昇温効率が低下し使用電力量が多くなっている。金属製のカバ

ーを取りつけているが、保温効果が小さい。また、保温されていない箇所もあるため、保温材（材質：ロックウール

）を巻き、放熱ロスの削減を行った。

【課題および改善内容】

改善の内容

保温工事を実施した結果、年間で約235 MWhのヒータ消費電力量の削減を達成した。

改善の効果

償却期間
但し，金利は含まず（Ａ／Ｂ）

改善の評価

改善に要した投資額
（Ａ）

改善による効果
（Ｂ）

２，６８１千円 ０．９７年２，７６９千円／年

（改善前） （改善後）

22770000

22880000

22990000

33000000

33110000

改善前 改善後

ヒーター電力量（MWh/年）

235MWh/年 削減







「トップランナー機器の導入とシステム再構築によるエネルギー削減」

・重油を主体とした熱源構成

・経年劣化による効率低下

老朽化した熱源の効率低下 トップランナー機器の導入と

熱源システムの再構築

受賞者の声

この度の関東経済産業局長表彰受賞は大変光栄なことであり

嬉しく思います。一般的に医療業界において省エネ対応は難しい

と考えられています。これは省エネによって診療行為に悪影響を

及ぼす事を懸念するからです。幣院の設備管理は委託業者では

なく病院職員で管理しています。直営管理する事で医療環境を

見ながらのチューニングが出来ています。今後も医療環境と省エネを

両立させるべくマネージメント能力の向上に努めて参ります。

・高効率熱源の導入

・熱融通の効率化

・搬送動力のINV化

導入前の課題 導入後の効果

病院紹介

社会福祉法人聖隷福祉事業団総合病院聖隷三方原病院は、

昭和初期不治の病とされた結核を患った1名の青年を、数名

の若きクリスチャンが協力し小さな病室に迎えいれた事が

起源となっています。現在は急性期医療を中心に浜松市の

中核病院として地域医療を支えています。診療圏としては、

静岡県浜松市中区の北西域、北区を中心に、浜北区、天竜区

をカバーし、ドクターヘリも活用した医療を展開してます。

社会福祉法人聖隷福祉事業団は1都8県100を超える施設にて事業を展開しています。

環境活動においても法人本部に設立されている環境委員会が中心となり全施設一丸となって

取り組んでいます。当病院においてもESCO事業を中心に省エネ活動に取り組んでいます。

平成25年度エネルギー管理優良事業者等
関東経済産業局長表彰受賞

社会福祉法人 聖隷福祉事業団
総合病院 聖隷三方原病院



昭和56年、62年の竣工時に導入された熱源機器が更新時期を迎えていた。主体となるエネルギー源は重油であり

機器効率も低下していた。単純に効率の高い電気式熱源へのリプレースでは、使用電力量と最大需用電力の大幅

な増加が懸念された。現有の搬送システムを大きく見直す事で、省エネと節電を両立させ最大需要電力を維持し

つつ、一次エネルギーの大幅な低減を図った。

改善の理由

改善の内容（点線内は更新対象となる熱源機器）

改善の効果（導入後２ヵ年平均）

償却期間
但し，金利は含まず（Ａ／Ｂ）

改善の評価

改善に要した投資額
（Ａ）

改善による効果
（Ｂ）

２２，０００万円 ９．２年２，４００万円／年

更新前

更新後

厨房・滅菌・加湿

還水槽

炉筒煙管ボイラー
１.８㌧/ｈ

小型貫流ボイラー
２.０㌧/ｈ

温水ボイラー
４１９ｋＷ

蒸気-水熱交換器
８３８ｋＷ

冷温水発生機
１３０ＲＴ

冷温水発生機
３６０ＲＴ

冷温水発生機
３６０ＲＴ

２４Ｈ温水系統 ２４Ｈ冷水系統 Ｂ号館冷温水系統 Ａ号館冷温水系統

厨房・滅菌・加湿 ２４Ｈ温水系統 ２４Ｈ冷水系統 Ｂ号館冷温水系統 Ａ号館冷温水系統

ターボ冷凍機
１５０ＲＴ

空冷ＨＰ
２１０ＲＴ

削減量合計

・削減ガス量：162,000 ㎥

・削減重油量：210,000 ㍑

・削減電力量：105,000 kWh

16,500GJ 図：改修エリアの一次エネルギーと院内最大需要電力の推移







株式会社コングレ
名古屋国際会議場

平成２５年度エネルギー管理優良事業者等
中部地方電気使用合理化委員会委員長表彰受賞

空調外気導入量の最適化（1～4号館）によるガス使用量の削減

■空調の制御系確認

・BEMS導入で「見える化」

・空調機起動で外気ダンパ30%開

　（最低開度30%は過剰では？）

・CO2濃度上昇でダンパ増開制御

夏季・冬季における過剰な外気導入 年間約31.6千㎥のガス量を削減

○会社ＰＲ
当社は、国際コンベンション（閣僚級会議等）のコーディネイトを軸に、会議やイベントの企画・誘致・予算作成から運営管理

にいたるまでのサポート業務や、文化施設運営・施設コンサルティングおよび指定管理業務等を実施しています。

名古屋国際会議場は平成22年度から指定管理者として運営業務を開始しました。

平成22年10月には大規模な国際会議（COP10）を開催し、国際会議の円滑な実施と成功に貢献しました。

平成26年度以降も、引き続き指定管理者として、地域に愛され、地域に根ざした施設づくり、施設運営を目指してまいります。

○名古屋国際会議場 施設概要
・所在地：名古屋市熱田区熱田西町１番１号

・敷地面積：98,168㎡

・１号館：センチュリーホール・イベントホール・会議室

　２号館：展示室・会議室

　３号館：国際会議室

　４号館：白鳥ホール・会議室

・熱源設備

  ガス吸収冷温水機　 500USRT×4台

  空冷ヒートポンプチラー　204,000kcal／h×2台

  暖房給湯温水機　　 250,000kcal／h×1台

　　　　　　　　　　300,000kcal／h×1台

受賞者の声

■改善策

・見える化機能の活用により

　・外気ダンパ最低開度を10%に最適　

　　チューニング

　・CO2濃度規定値以下確認

→空調熱源運転費削減

導入前の課題 導入後の効果

この度の中部地方電気合理化委員会委員長表彰受賞は、大変光栄で

あります。

今後も設備の運転状況把握、運用・設備改善の検討を実施し、さらなる

省エネルギー効果を上げてまいりたいと存じます。

名古屋国際会議場　中谷館長





ヒラダン株式会社
本社工場

平成２５年度エネルギー管理優良事業者等
中部地方電気使用合理化委員会委員長表彰受賞

インバーター式コンプレッサー導入他によるエネルギー削減

定速式コンプレッサーの稼働や蒸気配管の

損失によりエネルギー使用量が多かった。

地球環境の保全のため工場全体

のエネルギーを削減

原油換算エネルギーで

年間61.6klを削減

私達にできることは、ダンボールというエコロジーな製品の発展に貢献し、大切な地球環境を守っていくこと。

時代が求める新しい喜びに向けて、私達はこれからも一歩ずつ着実に、明日のための夢の製品づくりへのチャレンジを

続けます。

受賞者の声

ISO14000の取得を契機に、省エネに取り組もうとしましたが、

中小企業であり、専門の部門も、知識のある専門家もいない状態で

した。そこで、中部電力様による省エネ診断を受け、提案いただ

いた項目を検討し、できる事から地道に継続的に改善を進めて来ま

した。このたび、その取組が評価され、合理化委員長表彰をいただ

く事ができ大変嬉しく思います。　

今後も地道に省エネに取り組んで行きます。

１ インバーター式コンプレッサーの採用

２ 蒸気配管の保温強化と圧力制御弁の設置

導入前の課題 導入後の効果

稲田総務部長

製品紹介

私達が製造するダンボール製品は、商品の損傷を防ぐための梱包パッケージから、美粧ケース、ダンボールパレット、

PPバンドなど多彩です。

製造技術の進歩や多様化するニーズに伴い、美粧ケースの充実、文具をはじめとする新しい分野へのチャレンジを既に

始めています。

リサイクルの観点からも、優良な素材としてのダンボールに各業界の注目が集まる中、アイデア豊かな企画提案を行い、

画期的なダンボール製品の新開発に向け、日々、探求を重ねています。



改善の効果

償却期間
但し，金利は含まず（Ａ／Ｂ）

改善の評価

改善に要した投資額
（Ａ）

改善による効果
（Ｂ）

３，３２９千円 １．７年５，５００千円

改善項目 削減エネルギー量 原油換算（kl/ 年）

電力使用量

１３５，６１２kWh/年

Ａ重油使用量

２６．４６kl/年

34.9

26.7

61.6

定速式スクリューコンプレッサー（37kW×2台）を、インバーター式

スクリューコンプレッサーに更新した。

１ インバーター式コンプレッサーの採用

温調用ドレントラップ取付、ダブルフェーサ２群熱板への保温取付、

および圧力制御弁設置により、Ａ重油使用量の削減を行った。

２ 蒸気配管の保温強化と圧力制御弁の設置

改善の内容

インバーター式コンプレッサー
の採用

蒸気配管の保温強化と圧力
制御弁の設置

合　　計


